



















の Cs 濃度を基に、いわき市沿岸 20m 以浅の海底に堆積している Cs の総量を推定した。 
【方法】2012 年 5 月から 2014 年 5 月の計 9 回、福島県いわき市沿岸の 3 地点（四倉､江名岩礁
および砂浜）において、海底粒子の採取を行い、乾燥後、篩を用いて 4 段階の粒径クラスに分級
した。試料は Ge 半導体検出器で 7200 秒計測を行い、137Cs 濃度を定量した。137Cs 濃度測定後の試
料に CH₃ COONH₄ (1mol)を添加し、イオン交換態を除去した。試料の内の半量の 137Cs 濃度を測定
し、残り半量には、H2O2 (10%)により有機物を除去し
137Cs 濃度の測定を行った。それぞれの試料
について、137Cs 濃度の差引から、各存在形態の 137Cs 濃度を決定した。いわき市沿岸海域の 137Cs





であり、経時的に低下していた。この濃度は水深 20m 付近まで同程度であった。事故 1 年後、
当該海域に堆積する 137Cs 総量は 8.7×1011Bq と推定され、3 年後には、5.7×1011Bq まで減少し
た。(2)海底堆積粒子の存在形態別の 137Cs 濃度は、イオン交換態 4～19%、有機物結合態 3～12%、
粒子結合態は 70～90%であった。(3)小さい粒径クラスよりも、大きいクラスで高い 137Cs 濃度が
検出される地点が存在していた。これは、波により小さい粒径クラスの海底堆積粒子が拡散した
結果であると結論付けた。 
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